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　今年度本校に校長として着任するまで、
通算14年間を教育行政で勤務しました。で
すから今、生徒を前に働ける喜びを噛みしめ
ています。毎日1、2回は全教室を覗きますし、
クラブ活動や各種発表会にも足を運びます。
　本校では2014年から5年間指定された
SGHの取組を発展させたグローバル・スタデ
ィ(GS)という探究学習に取り組んでいます。
7月の成果発表会では、各教室で待つ1、2
年生を前に、3年生全員が発表しました。私
も各教室を回りましたが、ある生徒の「人は
なぜ虫を嫌いになるのか」というテーマに興
味をもちました。3年生の発表を直接聞いた
下級生は、自分もがんばらねばという気持ち
になったことでしょう。その1、2年生の成果
発表会は年明けにあります。夏休み中も、事
業所などに連絡をとり、研究リサーチに励ん
でいるようですが、先日、県教委から「この間、
お宅の生徒が来て、職員に取材していました
よ」と連絡がありました。行動力に驚かされ、
どんな発表になるか今から楽しみです。
　本校は生徒の主体的な活動が活発です。

生徒総会後、校則の見直しなど学校への要
望書を生徒会長から手渡されることがあるの
ですが、誠実に回答するのも校長の務めです。
今回、それを基に制服規定の一部改定を正
式に決定しました。生徒なりに課題をもち、主
体的に解決しようとする姿勢は頼もしいし、社
会に出てからも、自ら課題を発見し解決する
力を発揮してほしいと思います。

　私個人は長期の行政勤務を通じて、普通
は経験しないような業務にも携わりました。職
場によって価値観が違うことや、誰かがしな
ければ社会が成り立たない仕事の多さも感じ
ました。そうした経験は、「好き」だけを職業選
びの基準にせず、使命感こそ大切という私の
キャリア教育観にもつながっています。
　何より学びとなったのはマネジメントです。
現状を俯瞰し、外部の資源も活用しながら、
今何が必要なのか判断しないといけません。
　一般に学校には、問題がなければ、わざ
わざ変える必要はないという前例踏襲の文
化があります。ですが県教委時代、同じよう
な施策を提案すると、上司から「前と違うと

ころはどこか」と必ず聞かれました。同じこと
を続けても改善ができないという考え方であ
り、次 と々新しいことに取り組んできました。
　ただ、上長が決裁すれば物事が動き出す
行政と異なり、学校は状況を俯瞰できてい
ない校長の独断による決裁だけでは、思うよ
うに動きません。教職員の共感が必要であ
り、多くのメンバーの意識が「そうだ」と一致
して初めて動きだすのです。その代わり、動
きだせばすごい力を発揮するのが学校です。
　そのため、私が何を考えているか知っても
らえるよう日々心掛けています。反対意見
が上がるのは当然ですし、そうした声こそ大
切にしたい。そのうえで対話を重ね、共感し
あうことができれば、より良い学校につなが
るのだと信じています。
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